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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第68期

第1四半期
連結累計期間

第69期
第1四半期

連結累計期間
第68期

会計期間
自 平成29年4月１日
至 平成29年6月30日

自 平成30年4月１日
至 平成30年6月30日

自 平成29年4月１日
至 平成30年3月31日

売上高 (千円) 2,655,885 2,572,099 12,028,766

経常利益又は経常損失(△) (千円) △24,435 △89,554 119,800

親会社株主に帰属する四半期純
損失(△)又は親会社株主に帰属
する当期純利益

(千円) △31,440 △118,228 92,298

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 17,970 △5,424 197,953

純資産額 (千円) 4,479,329 4,616,888 4,659,312

総資産額 (千円) 10,940,872 11,409,483 11,433,182

1株当たり四半期純損失(△)又は
1株当たり当期純利益

(円) △9.28 △34.90 27.25

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 37.75 37.33 37.55
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、1株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。潜在株式調整後1株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年2月16日）等を当第1四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第1四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２ 【事業の内容】

当第1四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第1四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1) 財政状態及び経営成績の状況

　①財政状態

当第1四半期連結会計期間末の資産は、現金及び預金が3億85百万円、仕掛品が1億48百万円、投資有価証券が時

価の上昇により1億71百万円それぞれ増加しましたが、受取手形及び売掛金が4億2百万円、電子記録債権が1億32百

万円、その他の流動資産が1億19百万円減少した結果、前連結会計年度末と比較して23百万円(0.2％)減少し、114

億9百万円となりました。

　負債は、電子記録債務が1億98百万円減少しましたが、未払費用が1億80百万円、繰延税金負債が78百万円それぞ

れ増加した結果、負債合計は18百万円(0.3%)増加し、67億92百万円となりました。

　純資産は、その他有価証券評価差額金が1億19百万円増加しましたが、利益剰余金が1億53百万円減少した結果、

純資産合計は42百万円(0.9%)減少し、46億16百万円となりました。

 
　②経営成績

当第1四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国内企業の企業収益の改善が引き続き安定して推移し、個人

消費も持ち直しの兆しがあるものの、貿易摩擦激化の懸念や自然災害・地政学リスクの高まり等、依然として先行

き不透明な状況で推移いたしました。

　一方、当社グループを取り巻くガス事業分野のエネルギー関連においては、電力や都市ガスの小売り自由化やエ

ネルギー供給源の多様化の環境下にあって、競争激化が続いております。

　このような経済情勢のなか、当社グループは引続き受注の拡大に努め、売上高は施設機器事業は増収となりまし

たものの、高圧機器事業及び鉄構機器事業は減収となりました。

　この結果、当第1四半期連結累計期間の売上高は25億72百万円（前年同期比83百万円の減収）となり、営業損失

は97百万円（同63百万円の赤字拡大）、経常損失は89百万円（同65百万円の赤字拡大）、親会社株主に帰属する四

半期純損失は1億18百万円（同86百万円の赤字拡大）となりました。

 
セグメント別の業績は次のとおりであります。

なお、売上高は外部顧客への売上高を記載しております。

　　

高圧機器事業

主力製品であるＬＰガス容器の販売数量が減少したことにより、事業全体の売上高は13億51百万円となり、前

年同期を1億50百万円(10.0％)下回りました。また、セグメント損益（営業損益）は、売上高の減少により前年

同期26百万円の黒字から23百万円の赤字となりました。

 

鉄構機器事業

受注量が若干減少したことにより、事業全体の売上高は97百万円となり、前年同期を6百万円(6.7%)下回りま

した。また、セグメント利益（営業利益）は、前年同期を3百万円下回る10百万円となりました。

 

施設機器事業

畜産分野の主力製品である飼料タンクの販売数量が増加したことにより、事業全体の売上高は4億67百万円と

なり、前年同期を73百万円(18.8％)上回りました。また、セグメント利益(営業利益)は売上高の増加により、前

年同期を13百万円上回る40百万円となりました。

 
運送事業

貨物取扱量が横ばいで推移したことにより、事業全体の売上高は6億55百万円となり、前年同期並みとなりま

した。また、セグメント損益（営業損益）は、燃料価格の上昇等変動費の増加により、前年同期4百万円の黒字

から10百万円の赤字となりました。

 
　 (2) 事業上及び財務上の対処すべき課題
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当第1四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(3) 研究開発活動

当第1四半期連結累計期間の研究開発費の総額は21百万円であります。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第1四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 8,000,000

計 8,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第1四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年6月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年8月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,420,000 3,420,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は
100株であります。

計 3,420,000 3,420,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。　

　　

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年6月30日 ― 3,420,000 ― 1,710,000 ― 329,299
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第1四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第1四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成30年3月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

① 【発行済株式】

平成30年3月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 4,500
 

― ―

 
(相互保有株式)

普通株式 59,000
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 3,346,000
 

 

33,460 ―

単元未満株式 普通株式 10,500
 

 

― 1単元未満の株式

発行済株式総数 3,420,000 ― ―

総株主の議決権 ― 33,460 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が100株(議決権1個)含まれて

います。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、中鋼運輸株式会社所有の相互保有株式84株及び当社所有の自己株式67

株が含まれています。

 

② 【自己株式等】

平成30年3月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
広島市中区小町2-26 4,500 ― 4,500 0.13

中国工業株式会社

(相互保有株式)
広島県呉市広町田2-7-41 59,000 ― 59,000 1.72

中鋼運輸株式会社

計 ― 63,500 ― 63,500 1.85
 

(注)　株主名簿上は中鋼運輸株式会社の名義となっていますが、実質的に同社が所有していない株式が1,100株ありま

す。なお、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含めています。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第1四半期連結会計期間(平成30年4月1日から平成30年6

月30日まで)及び第1四半期連結累計期間(平成30年4月1日から平成30年6月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 717,013 1,102,150

  受取手形及び売掛金 ※2  3,172,629 ※2  2,769,715

  電子記録債権 ※2  309,130 ※2  176,321

  製品 232,638 226,948

  仕掛品 864,785 1,013,213

  原材料及び貯蔵品 324,002 264,790

  その他 258,670 139,157

  貸倒引当金 △1,045 △1,739

  流動資産合計 5,877,823 5,690,559

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 524,340 515,869

   機械装置及び運搬具（純額） 601,506 599,718

   土地 2,503,421 2,503,421

   リース資産（純額） 88,467 86,307

   建設仮勘定 37,662 32,660

   その他（純額） 20,605 37,200

   有形固定資産合計 3,776,002 3,775,178

  無形固定資産 41,938 41,089

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,611,368 1,782,553

   繰延税金資産 1,554 722

   退職給付に係る資産 22,398 16,722

   その他 145,603 144,911

   貸倒引当金 △43,507 △42,254

   投資その他の資産合計 1,737,417 1,902,655

  固定資産合計 5,555,358 5,718,923

 資産合計 11,433,182 11,409,483
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※2  1,123,212 ※2  1,167,548

  電子記録債務 826,005 627,755

  短期借入金 1,315,722 1,250,006

  リース債務 50,733 44,245

  未払金 166,022 120,159

  未払費用 105,068 285,236

  未払法人税等 41,880 9,718

  未払消費税等 13,284 42,146

  前受金 477,332 486,987

  賞与引当金 120,375 50,260

  役員賞与引当金 12,000 3,000

  その他 55,552 114,841

  流動負債合計 4,307,189 4,201,905

 固定負債   

  長期借入金 820,501 846,725

  リース債務 53,678 52,190

  繰延税金負債 226,740 304,989

  役員退職慰労引当金 74,709 74,709

  退職給付に係る負債 1,269,355 1,290,422

  その他 21,695 21,653

  固定負債合計 2,466,681 2,590,689

 負債合計 6,773,870 6,792,594

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,710,000 1,710,000

  資本剰余金 329,347 329,347

  利益剰余金 1,713,988 1,560,556

  自己株式 △81,229 △81,229

  株主資本合計 3,672,106 3,518,674

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 620,883 740,221

  その他の包括利益累計額合計 620,883 740,221

 非支配株主持分 366,322 357,992

 純資産合計 4,659,312 4,616,888

負債純資産合計 11,433,182 11,409,483
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 2,655,885 2,572,099

売上原価 2,109,746 2,085,271

売上総利益 546,138 486,827

販売費及び一般管理費 580,198 584,273

営業損失（△） △34,060 △97,446

営業外収益   

 受取利息 235 116

 受取配当金 4,249 4,080

 協賛金収入 3,289 3,221

 受取補償金 3,464 -

 その他 3,916 5,747

 営業外収益合計 15,155 13,165

営業外費用   

 支払利息 3,239 2,948

 貸与資産減価償却費 94 1,404

 その他 2,195 920

 営業外費用合計 5,530 5,274

経常損失（△） △24,435 △89,554

特別利益   

 固定資産売却益 967 1,207

 特別利益合計 967 1,207

特別損失   

 固定資産除売却損 465 375

 特別損失合計 465 375

税金等調整前四半期純損失（△） △23,932 △88,723

法人税、住民税及び事業税 22,581 7,016

法人税等調整額 △17,570 27,635

法人税等合計 5,010 34,651

四半期純損失（△） △28,943 △123,374

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

2,496 △5,145

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △31,440 △118,228
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純損失（△） △28,943 △123,374

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 46,914 117,950

 その他の包括利益合計 46,914 117,950

四半期包括利益 17,970 △5,424

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 12,627 1,109

 非支配株主に係る四半期包括利益 5,342 △6,533
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【注記事項】

 

（追加情報）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年2月16日）等を当第1四半期連結会計

期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表

示しております。

　　

(四半期連結貸借対照表関係)

　１ 受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 

 
前連結会計年度

(平成30年3月31日)
当第1四半期連結会計期間

(平成30年6月30日)

受取手形割引高 33,956千円 33,659千円

受取手形裏書譲渡高 57,131 39,174 
 

　

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当

第1四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結

会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

(平成30年3月31日)
当第1四半期連結会計期間

(平成30年6月30日)

受取手形 32,585千円 55,802千円

電子記録債権 67,471 21,869

支払手形 8,635 8,968
 

　
 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第1四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第1四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

 
前第1四半期連結累計期間
(自　平成29年4月1日

　 至　平成29年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自　平成30年4月1日

　 至　平成30年6月30日)

減価償却費　 57,491千円 67,343千円
 

　
(株主資本等関係)

前第1四半期連結累計期間(自 平成29年4月1日 至 平成29年6月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年5月24日
取締役会

普通株式 33,563 10 平成29年3月31日 平成29年6月12日 利益剰余金
 

　
２．基準日が当第1四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第1四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
　
当第1四半期連結累計期間(自 平成30年4月1日 至 平成30年6月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年5月28日
取締役会

普通株式 33,563 10 平成30年3月31日 平成30年6月12日 利益剰余金
 

　
２．基準日が当第1四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第1四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第1四半期連結累計期間(自 平成29年4月1日 至 平成29年6月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)1

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)2

高圧機器
事業

鉄構機器
事業

施設機器
事業

運送事業 計

売上高        

  外部顧客への売上高 1,502,417 103,989 393,541 655,936 2,655,885 ― 2,655,885

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

4,139 ― ― 135,594 139,733 △139,733 ―

計 1,506,556 103,989 393,541 791,531 2,795,618 △139,733 2,655,885

セグメント利益又は損失(△) 26,099 14,145 27,216 4,978 72,439 △106,500 △34,060
 

(注) 1　セグメント利益又は損失の調整額△106,500千円には、セグメント間取引消去287千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△106,787千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない、経

営管理部、総務部等管理部門に係る費用であります。

2　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。
 

Ⅱ 当第1四半期連結累計期間(自 平成30年4月1日 至 平成30年6月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)1

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)2

高圧機器
事業

鉄構機器
事業

施設機器
事業

運送事業 計

売上高        

  外部顧客への売上高 1,351,926 97,074 467,434 655,663 2,572,099 ― 2,572,099

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

22 ― ― 124,341 124,363 △124,363 ―

計 1,351,948 97,074 467,434 780,005 2,696,463 △124,363 2,572,099

セグメント利益又は損失(△) △23,078 10,404 40,302 △10,991 16,636 △114,082 △97,446
 

(注) 1　セグメント利益又は損失の調整額△114,082千円には、セグメント間取引消去354千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△114,437千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない、経

営管理部、総務部等管理部門に係る費用であります。

2　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

1株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 
前第1四半期連結累計期間
(自 平成29年4月1日
 至 平成29年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自 平成30年4月1日
 至 平成30年6月30日)

　1株当たり四半期純損失(△) △9円28銭 △34円90銭

  (算定上の基礎)   

  　 親会社株主に帰属する
  　 四半期純損失(△)(千円)

△31,440 △118,228

   　普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

  　 普通株式に係る親会社株主に帰属する
  　 四半期純損失(△)(千円)

△31,440 △118,228

   　普通株式の期中平均株式数(千株) 3,387 3,387
 

(注) 潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、1株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

 
　

２ 【その他】

平成30年5月28日開催の取締役会において、平成30年3月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期末

配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 33,563千円

②　1株当たりの金額 10円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成30年6月12日
 

 

重要な訴訟事件等

当社は、平成29年12月26日付にて、有限会社アスカ工機から不法行為の使用者責任による損害賠償請求(72百万

円）の提起を受けておりますが、現在、当該請求には根拠がないことから、その内容について係争中であります。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年8月9日

中国工業株式会社

取締役会  御中

 

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中　　原　　晃　　生 印

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 下　　平　　雅　　和 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中国工業株式会社

の平成30年4月1日から平成31年3月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（平成30年4月1日から平成30年6月

30日まで）及び第1四半期連結累計期間（平成30年4月1日から平成30年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中国工業株式会社及び連結子会社の平成30年6月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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